
「気候変動影響への対策を施策に反映するために
～科学的知見や考え方～」

国立環境研究所 気候変動適応センター
浅野絵美

愛知県主催「2025 年度気候変動への適応研修会（第１回）」
2025年6月25日（水）



目的
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 気候変動やその影響に係る科学的知見の概要、および適応の取組み
について理解していただく

 ご自身の地域でとれる対策について、考えていただくきっかけにする

図出典：国立環境研究所 気候変動適応センター「施策に気候変動影響予測・評価を反映する際の考え方（第1版）」p1
 https://adaptation-platform.nies.go.jp/climate_change_adapt/pdf/adapt-advanced-01_2503.pdf
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第1部：説明（インプット）

本日の内容

フューチャーデザイン*の手法を用いて、将来のリスクを回避するた
めに今地域でできる対策を考える

*参考：財務省「はじめてのフューチャー・デザイン」
https://www.futuredesign.go.jp/

1.気候変動の観測・予測

2.各分野への影響と政策・施策事例

3.愛知県における適応策

第2部：対策を考える（アウトプット）
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM
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出典：国土交通省気象庁（令和7年3月18日更新）「気候変動監視レポート」
https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/monitor/

2024年は観測史上、最も気温が高い年になった（気象庁）

国土交通省気象庁（令和7年3月18日）「今冬の天候及び 2024 年の記録的な高温の特
徴と要因について」 https://www.jma.go.jp/jma/press/2503/18c/kentoukai20250318.pdf

 2024年の日本の年平均気温偏差*は+1.48℃で、これまでの最高値だった 2023 
年の+1.29℃を上回り、統計を開始した 1898 年以降最も高くなった。

➢ 日本近海の年平均の海面水温の平年差**は+1.44℃で、これまでの最高値だった
2023 年の+1.10℃を上回り、統計を開始した 1908 年以降最も高かった。

*年平均気温偏差：平均気温の基準値
（1991〜2020年の30年平均値）からの偏
差
*年平均の海面水温の平年差：海面水

温の平年値(1991〜2020年の30年
間の平均値)からの差



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

地球温暖化が無ければ2024年7月の記録的高温事例は起こり得なかった

6出典：気象庁（令和6年9月2日）「和 6 年 7 月以降の顕著な高温と7 月下旬の北日本の大雨の特徴と要因について」https://www.jma.go.jp/jma/press/2409/02a/kentoukai20240902.html

 2024年の高温イベントに対する発生確率を見積もったところ（下図）、2024年 7 
月の海面水温分布の影響と地球温暖化の影響が共存する状況下（実際の気候条
件下）では、およそ 10 年に 1度程度の確率で起こり得たことが分かった。

 これに対し、地球温暖化の影響が無かったと仮定した状況下では、ほぼ発生し得な
かったと推定された。

地球温暖化の影響を評価す
るイベント・アトリビューションのう
ち予測型の手法を用いて、文
部科学省気候変動予測先端
研究プログラムの合同研究
チームが気候モデルによる再現
実験を速報的に実施した。



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

7出典：気候変動適応情報プラットフォーム（A-PLAT）「気象観測データの長期変化の傾向」https://adaptation-platform.nies.go.jp/data/jma-obs/index.html

【観測事実】気温



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

令和6年9月の石川県能登の大雨

8出典：国土交通省北陸地方整備局能登復興事務所、同金沢河川国道事務所（令和６年１１月１９日）「令和６年９月２０日からの大雨による被災状況を踏まえた大規模被災
箇所における通行確保時期の見通し等について～国道２４９号（輪島～珠洲間）権限代行区間～」https://www.hrr.mlit.go.jp/notofukkou/news/241119notokanazawa01.pdf



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

地球温暖化により令和6年9月下旬の石川県能登の大雨の総雨量が増加

9出典：文部科学省・気象庁気象研究所（令和6年12月9日）「令和6年9月下旬の石川県能登の大雨に地球温暖化が寄与 －イベント・アトリビューションによる結果－」
https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/mext_01459.html

 令和６年９月 21 日から 22 日に石川県能登で発生した大雨を対象に量的イベント・
アトリビューション手法を適用

 再現実験では石川県能登の大雨が現実にきわめて近い形で表現され、９時間積算雨
量は地球温暖化がなかったと仮定した場合と比べて、15％程度増加していたことが
分かりました（下図）

 この結果は、石川県能登
の大雨において、地球温
暖化に伴う工業化以降の
気温及び海面水温の上昇
によって雨量が増加した
可能性を示唆しています。



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

【観測事実】降水量

10観測データ図出典：気候変動適応情報プラットフォーム（A-PLAT）「気象観測データの長期変化の傾向」https://adaptation-platform.nies.go.jp/data/jma-obs/index.html

1時間雨量20～30mm
「どしゃ降り」

出典：気象庁「雨と風（雨と風の階級表）」
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/b
ooks/amekaze/amekaze_index.html



では、【将来】の気候はどのように予測
されているのでしょうか？

【過去～現在】は気温が上昇し雨の降り方も変わって
きていること、人間活動による地球温暖化等が影響し
ている*ことも分かった
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*イベント・アトリビューションという手法が使われています。詳しくは以下ご参照ください。
極端気象アトリビューションセンター（WAC）https://weatherattributioncenter.jp/ （参照2025年6月6日）

https://weatherattributioncenter.jp/


CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

将来の気候

図出典：国立環境研究所 気候変動適応センター「施策に気候変動影響予測・評価を反映する際の考え方（第1版）」p2  https://adaptation-platform.nies.go.jp/climate_change_adapt/pdf/adapt-advanced-01_2503.pdf

将来の気候（気候シナリオ）：コンピューターの中でプログラムにより疑似的に
再現された地球（全球モデル）に、温室効果ガス排出量の見通し（排出シ
ナリオ）を与えて計算することで予測されています。

12



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

愛知県における将来予測

図出典：名古屋地方気象台・東京管区気象台（令和7年3月）「愛知県の気候変動」 https://www.data.jma.go.jp/tokyo/shosai/chiiki/kikouhenka/leaflet2025/pdf/aichi-l2025.pdf
13



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

脱炭素と気候変動影響

図転載：United Nations Environment Programme/ 田村 堅太郎ほか翻
訳「Emissions Gap Report 2024/排出ギャップ報告書2024（エグゼクティブ・
サマリー））2025年3月」地球環境戦略研究機関
https://www.iges.or.jp/jp/pub/unep-emissions-gap-report-2024/ja

14

 温室効果ガスの排出削減が非
常に重要

 2050年にカーボンニュートラルを
実現したとしても、既に排出され
た温室効果ガスにより気温上昇
等が続くと予測され*、長期的な
気候変動影響への対応が重要
になると考えられる。

*【温室効果ガスとエーロゾルが大気中で存続する期間】
数日から数千年まで大きな開きがある。例えば、エーロゾルは数週間、メタン（CH4）は約 10 年、一酸化二窒素（N2O）は約 100 年、
六フッ化エタン（C2F6）は約 10,000 年の寿命を持つ。二酸化炭素は海洋と陸域で複数の物理的・生物地球化学的過程を経て大気か
ら取り除かれ、しかもその過程全てが異なる時間スケールで作用するため、はるかに複雑である。約 1000 PgC【訳注 2】の排出パルスに対し、
約半分は数十年以内に取り除かれるが、残りの部分ははるかに長い間大気中に残留する。二酸化炭素パルスの約 15～40%は、1000 
年後もまだ大気中に存在している。
【過去の排出に起因する大気中濃度の増加は排出が止まった後も長い間持続するだろう】
排出が停止されても、温室効果ガス濃度が工業化以前の水準にすぐに戻ることはないだろう。メタン濃度は、約 50 年で工業化以前の水準
に近い値まで戻り、一酸化二窒素濃度は数世紀を必要とする一方で、二酸化炭素は、我々の社会に関係する時間スケールで工業化以前
の水準に戻ることは基本的にない。

引用元：気象庁訳「 IPCC第5次評価報告書（AR5）「よくある質問と回答： FAQ12.3  排出を今すぐ停止したら将来の気候はどうなるのか？（PDF 516KB）」」
https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ipcc/ar5/ipcc_ar5_wg1_faq12.3_jpn.pdf（2025年6月15日参照）

地球環境戦略研究機関 暫定非公式訳
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やはり温室効果ガスの排出削減が極めて重要。一
方で気候変動影響が避けられないことも分かった

将来、更なる気温上昇や海水温の上昇、大雨の頻
度の増加などが予測されていることが分かった

16

それでは、各分野でどのような政策・施策が行わ
れているのだろうか？



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

緩和と適応

17図出典：A-PLAT「気候変動」緩和と適応のイラスト」 https://adaptation-platform.nies.go.jp/tools/illustration.html

今日のお話
はこちら



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

農林水産省「農林水産分野における気候変動への適応に関する取組み」

18図出典：農林水産省（令和6年10月）「農林水産分野における気候変動への適応に関する取組み」 https://www.env.go.jp/content/000261333.pdf



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

農林水産省「農林水産分野における気候変動への適応に関する取組み」（続き）

19図出典：農林水産省（令和6年10月）「農林水産分野における気候変動への適応に関する取組み」 https://www.env.go.jp/content/000261333.pdf
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図出典：厚生労働省「リーフレット「職場における熱中症対策の強化につ
いて」https://neccyusho.mhlw.go.jp/pdf/2025/r7_neccyush
o_strengthening_leaflet.pdf （参照2025年6月15日）

職場における熱中症の重篤化を
防ぐため、労働安全衛生規則が
改正された（令和7年6月1日施行）

厚生労働省「中小企業の事業主、安全・衛⽣管理担当者・現場作業者向け働く人
の今すぐ使える熱中症ガイド」https://neccyusho.mhlw.go.jp/download/



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

治水関係

21図出典：国土交通省（令和7年4月8日） 「令和６年度の流域治水の取組の進展について～令和７年度からの流域治水のさらなる加速化・深化に向けて～ 別添資料」
https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo05_hh_000246.html



22図出典：国土交通省総合政策局環境政策課「「グリーンインフラ推進戦略2023の概要」 https://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/environment/content/001717256.pdf



それでは、愛知県における気候変動影響や適応
策にはどのようなものがあるのだろうか？

各分野に気候変動影響があり、既に様々な政策・施策
が行われていることが分かった。

23
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第1部：説明（インプット）

本日の内容

フューチャーデザイン*の手法を用いて、将来のリスクを回避するた
めに今地域でできる対策を考える

*参考：財務省「はじめてのフューチャー・デザイン」
https://www.futuredesign.go.jp/

1.気候変動の観測・予測

2.各分野への影響と政策・施策事例

3.愛知県における適応策

第2部：対策を考える（アウトプット）

https://www.pref.aichi.jp/uploaded/life/
493483_2255846_misc.pdf



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM
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出典：愛知県（2022年12月）「愛知県気候変動適応計画～あいち地球温暖化防
止戦略2030(改定版)別冊～」https://www.pref.aichi.jp/uploaded/life/4934
83_2255846_misc.pdf

水稲
（農業・林業・水産業分野

/大項目：農業）

25



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM
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増養殖等
（農業・林業・水産業分野

/大項目：水産業）

出典：愛知県（2022年12月）「愛知県気候変動適応計画～あいち地球温暖化防
止戦略2030(改定版)別冊～」https://www.pref.aichi.jp/uploaded/life/4934
83_2255846_misc.pdf 26



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM
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野生鳥獣の影響
（自然生態系分野

/大項目：陸域生態系 ）

出典：愛知県（2022年12月）「愛知県気候変動適応計画～あいち地球温暖化防
止戦略2030(改定版)別冊～」https://www.pref.aichi.jp/uploaded/life/4934
83_2255846_misc.pdf 27



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM
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土石流・地すべり等
（自然災害・沿岸域分野/大項目：山地）

出典：愛知県（2022年12月）「愛知県気候変動適応計画～あいち地球温暖化防止戦略2030(改
定版)別冊～」https://www.pref.aichi.jp/uploaded/life/493483_2255846_misc.pdf
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第1部：説明（インプット）

本日の内容

フューチャーデザイン*の手法を用いて、将来のリスクを回避するた
めに今地域でできる対策を考える

*参考：財務省「はじめてのフューチャー・デザイン」
https://www.futuredesign.go.jp/

1.気候変動の観測・予測

2.各分野への影響と政策・施策事例

3.地域でできる対策

第2部：対策を考える（アウトプット）



このあと、ご自身の地域の対策を考えていただく「フュー
チャーデザイン」に入ります。

ここまでで、ご質問等ございましたらお願いいたします。

30



31フューチャーデザインとは？
 将来世代に持続可能な社会を引き継ぐための様々な「社会の仕組み」をデザインし、

実践するのがフューチャー・デザインです。
 そのような有効な社会の仕組みの一つが「将来世代」の立場になりきって意思決定を行

う「仮想将来世代」を創出するというものです。このような仕組みを用いて、未来に関す
る議論や意思決定を行うフューチャー・デザインの考え方が、さまざまな主体の参加の下
で、多様な課題・テーマにおいて応用されています。（大阪大学 原教授の出典ページ
より引用） 出典ページ：大阪大学大学院工学研究科 原圭史郎 教授「現在から見た将来 ≠ 将来から見た現在～気候変動

適応とフューチャー・デザイン～」https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/renkei/giron/dis-001.html

図出典：財務省「フューチャー・デザインとは」https://www.fut
uredesign.go.jp/about/（2025年6月16日参照）

←今日は
ここ



32岩手県矢巾町 フューチャーデザインの事例

出典：財務省「はじめてのフューチャー・デザイン 事例紹介 岩手県矢巾町」
https://www.futuredesign.go.jp/case/7nrkcnuxye55（2025
年6月16日参照）

 水道事業において住民参加型ワークショップを取り組んでいたところにフューチャー・デザイ
ンを導入し、以降、特定領域にとどまらずに合意形成や政策立案など広範な場面にお
いてフューチャー・デザインを活用

 矢巾町の取組は、地方自治体におけるフューチャー・デザイン活用の先進事例として注
目されている



33今日のフューチャーデザインの手法

出典：九州大学基幹教育院 岡本剛「未来の学びを考える【未来の医工学を考える②】スライドp12」 https://www.docswell.com/s/okamoto_tsuyoshi/57R9R8-2025-01-13-111639

九州大学 岡本先生（出典参照）の図に加筆

本日は時間の関係で③のみ実施

今の年齢のまま未来にいって（タイムマシーンに乗るイメージ）、2050年の将来世代の視
点から「2025年にどういう対策を実施していてほしかったか」アイデアをだしていただきます

2050年2025年

2025年にどういう対策を実
施していてほしかったか



34今日フューチャーデザインを実施する意図

将来：2050年
今のご年齢
のまま将来

にとぶ 将来の気候変動
影響をみる

出典：A-PLAT

現在：2025年
現在に

帰ってくる

出典：いらすとや
出典：いらすとや

2025年の方たちにやってお
いてほしかった施策を考える

出典：A-PLAT

将来のリスクを回避するために、「地域でできる対策」を考えてい
ただくきっかけになれば、と考えたため。

現在：2025年

メイン



3620０0年ごろの愛知県は？

出典：名古屋地方気象台「平成12年（2000
年）9月11日～ 12日東海豪雨（愛知県、岐
阜県で記録的な大雨）」
https://www.data.jma.go.jp/nagoya/s
hosai/info/kakojirei/tokaigouu.pdf 
（2025年6月19日参照）

■2000年9月 東海豪雨
■2000年春 JRセントラルタワーズ開業
■2005年2月 中部国際空港（セントレア）開港
■2005年3月～9月 日本国際博覧会愛・地球博

https://www.data.jma.go.jp/nagoya/shosai/info/kakojirei/tokaigouu.pdf
https://www.data.jma.go.jp/nagoya/shosai/info/kakojirei/tokaigouu.pdf
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2050年に移動します

出典：九州大学基幹教育院 岡本剛先生「未来の学びを考える【未来の医工学を考える②】スライドp20」 https://www.docswell.com/s/okamoto_tsuyoshi/57R9R8-2025-01-13-111639

年齢は今と同じです



38出典：経済産業省「2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略」https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/ggs/index.html（2025年6月15日参照）

2050年へようこそ



392050年ごろの人口推計

愛知県（2022年12月）「あいち地球温暖化防止戦略2030改訂版」 Https://kankyojoho.pref.aichi.jp/DownLoad/DownLoad/あいち地球温暖化防止戦略2030（改定版）.pdf



402050年ごろの猛暑日日数

気候変動情報プラットフォーム（A-PLAT）「気候変動の将来予測WebGIS」 https://a-plat.nies.go.jp/webgis/aichi/index.html?_gl=1*zf1shl*_ga*MTEzODIwMjkzMi4xNzE5OD
g0NTIz*_ga_HDLZ3NG8L7*czE3NDk2MDc4MjUkbzY3OSRnMSR0MTc0OTYwNzkwOCRqNTYkbDAkaDA.#

2020年
（2010年-2030年平均）

2050年
（2040年-2060年平均）

県西部を中心に、猛暑日日数は増加
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2050年ごろの熱中症救急搬送者数

愛知県気候変動適応センター（2022年3月10日）「令和３年度国民参加による気候変動情報収集・分析委託業務－成果報告－」 
https://adaptation-platform.nies.go.jp/moej/kokuminsanka/Aichi/2021_report.pdf

名古屋市域
尾張地域（名古屋市域を除く） 三河地域の内陸地区

知多地域・三河地域の沿岸地区

熱中症救急搬送者数は、2025年と比べて横ばいか増加



ミカンとアボカドの適地予測マップ（農研機構）

静岡県アボカド産
地化プロジェクト

ウンシュウミカン適地判定

ミカンの適地は徐々に北上するが、適地よりも高温となる地域の多くはアボカドの適地となるため、ミカンからより温
暖な気候を好む他のカンキツへの転換だけでなく、アボカドへの転換も適応策のひとつとなり得ること（杉浦ほか
2025年3月7日）が示された。

MRI、SSP2-RCP4.5
2040-2059年

出典：杉浦俊彦ほか（2025年3月7日）「プレスリリース(研究成果) 温暖化に対応したミカンとアボカドの適地予測マップ」 https://www.naro.go.jp/publicity_report/press/laboratory/nifts/167624.html 
農業・食品産業技術総合研究機構（2025年3月7日）「ウンシュウミカン・アボカドの適地移動予測マップ」 https://www.naro.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-pamph/167282.html

1990-2009年

1990-2009年
MRI、SSP2-RCP4.5

2040-2059年
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https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040646/1072065/index.html
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1040646/1072065/index.html
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2050年から、2025年へのメッセージ

2050年2025年

25年前（2025年）の施策担当者に向けて
「どういう対策を実施していてほしかったか」
メッセージを考えてみましょう



45例えば、、、
人口減少に加え、気候変動（気温上昇、豪雨等）の長期的な視点

も踏まえた街づくり
（雨水浸透、グリーンインフラ、土地開発等）

長期的な気候変動影響を踏まえた、地域の特産品振興や観光戦略

夏場の高温を前提とした、公立小・中学校の施設設計等
など

出典：いらすとや 出典：いらすとや

出典：A-PLAT
出典：A-PLAT

出典：A-PLAT 出典：A-PLAT 出典：A-PLAT



462025年に戻ります

出典：九州大学基幹教育院 岡本剛先生「未来の学びを考える【未来の医工学を考える②】スライドp20」 https://www.docswell.com/s/okamoto_tsuyoshi/57R9R8-2025-01-13-111639出典：長野県立大学 秋葉芳江先生「「水道の未来を考える」から抜粋スライドp6」 https://www.docswell.com/s/6828143268/ZN1NDR-2025-02-28-161146#p6



47最後に

■既に、各分野の政策・施策で気候変動影響への対策
（適応策）が実施されている。

■ご自身が担当されている施策に、現在の影響のみならず、
長期的な気候変動影響を考慮した対策の視点を入れる
ことが非常に重要
⇒地域の産業振興や住民の生活に資することになる

■迷われる場合は、愛知県気候変動適応適応センターさ
んや、国立環境研究所にお問い合わせください



ご清聴ありがとうございました

https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/infographic/index.html

■より詳しく気候変動影響と適応策を知りたい方は、以下ご参照ください

■ご自身の地域でフューチャーデザインを実施したいというご希望がござい
ましたら、ご連絡ください

お問い合わせ先：a-plat@nies.go.jp
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